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Prevalence of obstructive sleep apnea syndrome
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1 )中枢性呼吸イベントを含む総無呼吸低呼吸指数(total AHエ)の平均杜1. 4土1, 3/hr、中枢
健イベントを除いた閉塞性無呼吸低呼吸指数くOAXエ)の平均は0.4±0.紬であり、全呼
吸イベントのうち中枢億イベントが70.3%を占めていた。中枢性無呼吸指数(CAI)と
oAHIには正の相関が審められた。
2)小児OSASの有病率は診断基準によって0. 6%から43. 5%まで変化し、睡眠醇事国際分類
第2版(ICSD-2)静新基準での有病率は3.5%であった。
3 )口蓋席桃肥大の割合杜、全ての静断基準においてOSAS群の方が正常醇と嘘ペて有意に高
かった。一方、年齢、性別、 Bu王、鼻腔抵抗値で杜差は罷められなかった。
本翰文は、本邦における小児睡眠時無呼吸症候群の有病率および危険国子について新しい知
見を与えたものであり、最終親政として論文内容に関連した耗閏を受け合格したので、博士(医
学)の学位散文に催するものと罷められた。
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